
豊見城市商工会

地域名 豊見城市

事業主体 豊見城市商工会

参画団体

【公的機関】

豊見城市、豊見城市商工会、南部農林高校、中小企業基盤整備機構

【民間企業等】

㈱デジタルあじまぁ､沖縄特産販売㈱､大城海産物加工所､特産品ショップ美童

【民間団体】

ＪＡ沖縄､糸満漁協与根支部､豊見城市女性団体連絡協議会､豊見城市内老人団体

活用する

地域資源

【現在活用を推進している地域資源】

１．農水産物

○マンゴー、パパイヤ、ドラゴンフルーツ、パッションフルーツ等の熱帯果実、

野菜、生乳

○与根漁港に水揚げされる活魚、海水塩など

２．観光資源

○那覇空港から車で約 10 分のレンタカーステーションと周辺の大型商業施設（アウ

トレットモール、ファーマーズマーケット、道の駅、ヤマダ電機、戸田書店など

○豊崎海浜公園（人工ビーチ）・将来立地するホテル群、既存の主要観光施設（漫湖・

水鳥湿地センター、旧海軍司令部壕など）、中北部地域へアクセスするための那覇

空港自動車道

これまでの

活動内容

１．特産品開発

①むらおこし事業による特産品開発「ウージ染め」（平成元年）

②ＪＡＰＡＮブランド事業による「さとうきび」をテーマとした製品開発と

販路開拓（平成１７年度）

２．観光振興

①地域・離島型インキュベーションシステム構築調査事業による観光メニュー開発

②観光関連産業振興をテーマとした調査研究事業「全国都市再生モデル調査事業」

による提案（平成１８年度）

※これらを踏まえ策定された「商工会地域貢献プラン」で、新たな特産品開発を提

言。地域資源を活用した観光振興による地域活性化の実現に向けた組織的な意欲

が高まっている。



豊見城市商工会

今後の課題

や活動計画

【今後の活動計画】

○招聘した専門家や学識経験者から助言を得ながら、農林高校よりこれまでの研究

結果及びアイデア提供などをうけ、委員会を運営する。その他、行政・農協・漁

協といった関係団体を交えた、想定する素材を具体的にすることで、農林漁業者

（原材料供給者）と商工業者（加工販売者）の参画をサポートする。

○中小企業基盤整備機構沖縄事務所や沖縄総合事務局中小企業課の協力を得なが

ら、基調講演の講師として最適な人物を検討する。

○上述した専門家、学識経験者をコーディネーターに、農林漁業者や商工業者を加

えたメンバーでパネルディスカッションを実施することで、参加者(地域住民・老

人会・婦人会など)に対して「農商工連携による地域振興」を広く啓発普及し、事

業化に向けた取り組みを加速させる。

【実施体制】

行政の支援

【国】

平成２０年度 小規模事業者新事業全国展開支援事業

～「農商工連携による地域振興」を考えるシンポジウム～

その他

連絡先等

◆豊見城市商工会

電話番号：０９８－８５０－２０６０

ホームページ http://www.tomi-shoko.or.jp/

研究内容を提示
アイデアの提示

参画・協力運営
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継続的な連携

南部農林高校

豊見城市商工会

専門家
学識経験者

商工業者

行政・ＪＡ等
の関係機関

委員会で具体的な内容を
決定し、講演会・シンポ
ジウム等を実施していく

農林漁業者

地域住民
老人会・婦人会


